やまなし環境学習プログラム小学校中学年版　　　　　　　　　　　　　　　　

第１時　太陽と風によるカーレース

目標：エネルギーとは何かを知り、人力、太陽光、風力など、いろいろな方法で作り出せることを感じる。
	
	学習内容・活動
	指導上の留意点および支援の工夫
	教材資料

	導入

10

分


	1. 学習のねらいを確認

これから環境をテーマに授業を行うことを確認する。
(1) エネルギーから連想する言葉をワークシートに書かせて発表させる。
(2) ゴムプロペラ飛行機のプロペラを回して前方へ飛ばす。児童のいない方向に飛ばすようにする。

	(導入の言葉の後)
「今日は、いろいろなエネルギーを使った車の競争をします。ワークシートを配るので、1枚とってください。」
「みんなはエネルギーという言葉からどんなことを思い浮かべますか、ワークシートの1番に書いてください。」

(1分後)
「それではエネルギーから思い浮かべる言葉を発表してください。」

· 電気、力、食べ物、太陽、熱

「今からちょっと実験をしますのでみてください。」

「ゴムを回した力により飛行機を飛ばすことができます。このように何かを動かすことができる力をエネルギーといいます。」


	ワークシート１

ホワイトボード

ゴムプロペラ飛行機

※教材の代替案

手回し発電と紙風船

振動で動くおもちゃ

掲示

	展

開

25

分
	2. カーレースの実験
カーレースを通じて、エネルギーを作る過程を実感する。
(1) ゴム駆動プロペラカーを実演する。

※プロペラは児童を前に来させて回してもよい。走らせるときはモーゼの十戒のようにするとよい。


	「次に、プロペラカーを使います。こうやってゴムを回して離すと車が動きます。これは手でプロペラを回した力がエネルギーの元になっています。」

「それでは実験をします。こちらのプロペラカーは50回転、こちらのプロペラカーは100回転します。手を離したときの違いをみてください。」

「ワークシートの2番に回転による走りの違い、さらに長く走らせるにはどうしたらよいか書いてください。」

(1分後)
「このようにプロペラを回す数、エネルギーの大きい小さいによって車の走る長さは変化します。」
	プロペラカー

· 教材の代替案

手回し発電駆動ミニカー
掲示




	
	(2) 風力発電駆動ミニカーの体験学習をする。

クラスを4グループ程度に分けて、リレー形式で3分程度走り充電後に走行実験する。

リレーの前にミニカーのスイッチオフを最終確認する。

床のラインにミニカーを並べて、スイッチをオンにする。

(3) 太陽光発電駆動ミニカーに白熱灯を照射して走行実験をする。時間に応じ以下の例を行う。

　例1：照射時間の違い

　　30秒間vs.60秒間

　例2：照射量の違い

　　60秒照射1台は紙で遮る

	「次は、こちらの風の力で動くミニカーを使って、身体を動かします。この装置は、プロペラが回るほど、電気が作られて、ミニカーを長く走らせることができます。どうやったらプロペラが回ると思いますか？」

· 扇風機、息をふく、風が吹くのを待つ

「これから、クラスを4グループに分け、この装置をリレーのバトン代わりにして、ミニカーの走る距離を競い合います。ただし、どうやって走れば、プロペラが回るかよく考えて走ってください。」

「よーいドン!!!」　　

「それでは、ミニカーレースを行います。」

「よーいドン!!!」　

「最後に、太陽の力で動くミニカーを使って、実験をします。太陽光の代わりにこちらの白熱灯を利用します。2台のミニカーの違いをよくみてください。」

「それでは、ミニカーレースを行います。」

「よーいドン!!!」　

「それでは、まとめをしますので、元の場所に戻って、ワークシートの3番と4番の記入をしてください。」
	風力発電ミニカー
※転倒に注意

※走る間隔をあける

ホイッスル

太陽光発電ミニカー

白熱灯2つを準備

紙など光を遮るもの

ストップウオッチ

※火傷に注意



	確認

10

分
	3. まとめ
ワークシートのまとめを発表し、仲間の考えを聞くことで学習の振り返りをする。


	「今日は、いろいろな方法、いろいろなエネルギーを使って車の競争をしました。」

「今日の授業でわかったこと、もっと知りたいことについて、発表してくれる人はいますか？」

· 電気がいっぱいあると車が長く走る

「太陽，おひさまを利用しているものについて、発表してくれる人はいますか？」

　・ひなたぼっこ、ふとんほし、植物、太陽電池

「次の時間では、便利な生活を支えるエネルギー、山梨県の自然エネルギーについて学習をします。」

	掲示

























エネルギーはいろいろな方法で作り出すことができる





エネルギーの大小によって車の走る長さは変わる





エネルギーとはなにかを動かす力








